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山都町立矢部小学校 学校だより

矢部小HP 令和７年３月１０日（月） 第４６号
２次元コードﾞ←カラー閲覧できます 校 長 池部 聖吾智（みわとも）
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自分らしく～Be Unique～

６
年
生
を
送
る
会
・
送
別
遠
足

天
候
や
目
的

地
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
考
慮

し
児
童
会
主
催

「
送
る
会
」
を

遠
足
に
出
発
す

る
前
に
体
育
館

で
行
い
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
２
つ

目
「
王
様
じ
ゃ

ん
け
ん
」
の
勝

者
（
１
～
５
年

生
）
が
「
６
年
生
の
よ
い
と
こ
ろ
」

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
や
さ
し

い
」「
何
で
も
真
面
目
に
取
組
む
」

「
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
」
「
低

学
年
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
」「
お

も
し
ろ
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
６
年
生
の
人
間
性

や
特
徴
を
見
事
に
表
し
て
い
る
コ

メ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
し
た
。

会
の
進
行
は
５
年
生
役
員
（
左

写
真
）
が
務
め
ま
し
た
。
会
場
を

走
り
回
り
、
精
力
的

に
任
務
を
全
う
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
６
年

生
も
安
心
し
て
バ
ト

ン
を
渡
せ
ま
す
！

校
長
室
行
事
黒
板
に
書
い
た
項

目
が
１
日
ず
つ
消
え
て
い
く
。

今
ま
で
は
１
日
消
し
て
は
次
の

月
の
行
事
を
書
き
足
し
て
い
た

の
だ
が
私
に
矢
部
小
の
４
月
は
ナ
イ

▼
５
日
に
認
定
会
を
実
施
し
、
６
年

生
全
員
の
卒
業
と
１
～
５
年
生
全
員

の
進
級
を
決
定
し
た
。
残
さ
れ
た
期

間
、
進
級
に
耐
え
う
る
力
を
少
し
で

も
多
く
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
▼
８
日

午
前
中
は
矢
部
中
学
校
の
卒
業
式
に

来
賓
と
し
て
出
席
。
夕
方
か
ら
は
高

校
時
代
の
柔
道
部
顧
問
の
先
生
の
喜

寿
祝
に
参
加
。
久
し
ぶ
り
に
同
級
生

・
先
輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
▼
ど
ん

な
に
年
を
と
っ
て
も
こ
う
い
う
会
に

な
る
と
当
時
の
関
係
に
戻
り
、
気
持

ち
が
幼
く
な
る
も
の

だ
。
た
だ
、
当
時
は
先

輩
の
言
う
事
は
絶
対
だ

っ
た
が
今
で
は
冗
談
を

言
っ
た
り
、
い
じ
っ
た

り
（
良
い
意
味
で
）
で

き
る
関
係
に
な
っ
た
。

で
も
少
々
調
子
に
乗
り

す
ぎ
た
反
省

m(__)m

矢部抄

児童総会～１年間の活動総括～を行いました。そして次の時間には・・・

６日（木）３校時に児童総会を行い、各委員会の年間活動総括を
行いました。その中で気になったのが「（〇〇週間など）イベントの
時はするが終わるとしなくなる」「仕事を忘れていた」という反省が
出されたことです。「そのイベントの目的はどこにあるのか？」「活
動は日常的になっているのか？」こういった点を見直す必要があり

ます。「児童会は社会の縮図」と考えましょう。良い学校づくりのためにはどうす
ればいいのかを主体的に考え、決まった事は実行することが求められるのです。
４時間目は多目的ホールで３・４年生合同で歌の練習をし

ていました。この日、のどの調子が悪く声の出ない 先生は、
ホワイトボードやパソコンによる筆談で指示し、さらに自ら
伴奏しながら歌の指導をしていました。子どもたちは、大き
な声で歌って応えていました。「魂の指導」は伝わるのです！


